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約7 5 0 M a～約5 5 0 M aに2回、地球が全面凍結するほどの氷河期があったとされている（スノーボールアース仮
説、H o f f m a n、1 9 9 8）。その証拠とされている石灰岩がナミビアにある。そこで古地磁気分析を行い、堆積当時の
緯度を推定する。

岩石磁気的な性質を把握するために段階熱消磁、各消磁温度での帯磁率測定を行った。その結果、4 3 0、5 1 0℃
から磁化強度と帯磁率は急上昇し、磁化強度は最大でN R Mの約8 0倍、帯磁率は最大で初期帯磁率の約2 0 0倍にま
でなった。その原因として、加熱による鉱物の変質と電気炉内の磁場漏れが考えられる。

今後、DRMと炉内で付着する磁化を分離するような実験を予定している。

約7 5 0 M a～約5 5 0 M aの間に2回、地球が全面凍結するほどの氷河期があったとされている。その氷河堆積物の上
には石灰岩が厚く堆積し、それらは「キャップカーボーネート」と呼ばれている。この石灰岩の炭素同位体比は
この2 0億年の中では最大規模の負の異常を示している。この解釈として地球が全面凍結したのではないかという
仮説、「スノーボールアース仮説」（H o f f m a n . 1 9 9 8）が提出されている。「海洋が凍結し、海洋表層の一次生産がス
トップし、生物による炭素の同位体比分別が止まって、海洋の炭素同位体比が軽くなる。さらに、大気、海洋間
の循環が遮られ、C O２が大気に溜まることによって温室効果が強まって氷河期が終わり、大量のC O 2が海洋に溶
け炭酸塩となり堆積した。」とされている。

この仮説では氷河が赤道付近まで発達していたとされ、その根拠としてキャップカーボネートが含まれるナミ
ビア、オタビ層群の古緯度が低緯度であったことが指摘されているされている。しかしながら、その古緯度はオ
タビ層群の石灰岩からではなく同地塊（コンゴ地塊）の火山岩から得られたものである。本研究ではオタビ層群
ラストフ層のキャップカーボネートの古地磁気分析を行い、直接、古緯度の推定を行うことを目的としている。

この試料の基本的な岩石磁気的性質を把握するために1 2 0～6 3 0℃まで計9段階の段階熱消磁と各消磁温度での帯
磁率測定を行った。

その結果4 3 0、5 1 0℃から磁化強度と帯磁率は共に急激に上昇し、磁化強度は最大でN R Mの約8 0倍、帯磁率は最
大で初期帯磁率の約2 0 0倍にまでなった。その原因として、加熱によりサンプル中の鉱物が変質し磁性鉱物が増加
したこと、さらに加えて電気炉内に磁場が漏れておりその磁場の影響を受けたことが考えられる。

古緯度を推定するために必要なD R Mを検出するために、D R Mと炉内で付着する磁化を分離する必要がある。そ
のために、磁化強度の上昇し始める温度から同温度での加熱を2度行う。2度目の加熱では一度目の加熱時と
a n t i p o d a lになるようにサンプルを設置、一度目の加熱で付着した磁化を、二度目の加熱でまったく逆向きに磁化
させることにより打ち消しDRMを検出する実験を考えている。


